
四

工
事
の
着
手
予
定
年
月
日
及
び
工
事
の
完
了
予
定
年
月
日

五

盛
土
若
し
く
は
切
土
の
高
さ
又
は
土
石
の
堆
積
の
最
大
堆
積
高
さ

六

盛
土
若
し
く
は
切
土
を
す
る
又
は
土
石
の
堆
積
を
行
う
土
地
の
面
積

七

盛
土
若
し
く
は
切
土
の
土
量
又
は
土
石
の
堆
積
の
最
大
堆
積
土
量

（
崖
面
崩
壊
防
止
施
設
）

第
十
一
条

令
第
六
条
の
主
務
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
鋼
製
の
骨
組
み
に
栗
石
そ
の
他
の
資
材
が
充
填
さ
れ
た

構
造
の
施
設
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
施
設
と
す
る
。

（
新
設
）

（
宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
に
伴
い
災
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
特
に
大
き
い
土
地
）

第
十
二
条

令
第
七
条
第
二
項
第
二
号
（
令
第
十
八
条
及
び
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
主
務
省
令
で
定
め
る
土
地
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

一

山
間
部
に
お
け
る
、
河
川
の
流
水
が
継
続
し
て
存
す
る
土
地

二

山
間
部
に
お
け
る
、
地
形
、
草
木
の
生
茂
の
状
況
そ
の
他
の
状
況
が
前
号
の
土
地
に
類
す
る
状
況
を
呈
し

て
い
る
土
地

三

前
二
号
の
土
地
及
び
そ
の
周
辺
の
土
地
の
地
形
か
ら
想
定
さ
れ
る
集
水
地
域
に
あ
つ
て
、
雨
水
そ
の
他
の

地
表
水
が
集
中
し
、
又
は
地
下
水
が
湧
出
す
る
お
そ
れ
が
大
き
い
土
地

（
擁
壁
認
定
の
基
準
）

（
擁
壁
認
定
の
基
準
）

第
十
三
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
令
第
八
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
九
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定

を
令
第
十
八
条
及
び
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の

規
定
に
よ
ら
な
い
擁
壁
で
あ
つ
て
、
構
造
材
料
、
構
造
方
法
、
製
造
工
程
管
理
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
国
土

交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
を
、
令
第
十
七
条
（
令
第
十
八
条
及
び
第
三
十
条
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
九
十
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
令
第
八
条
第
一
項
第
二
号

及
び
第
九
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
擁
壁
と
同
等
以
上
の
効
力
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
令
第
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
七
条
か
ら
第
十
条
ま
で
の
規
定
に
よ
ら
な
い
擁

壁
で
あ
つ
て
、
構
造
材
料
、
構
造
方
法
、
製
造
工
程
管
理
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る

基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
を
、
令
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
第
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
七
条
か

ら
第
十
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
擁
壁
と
同
等
以
上
の
効
力
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
擁
壁
が
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
材
に
よ
つ
て
築
造
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
か
つ
、
当
該
部
材
が
、
製
造
工
程
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
認
証
を
受
け
た
工
場

に
お
い
て
製
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
擁
壁
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
基

準
の
う
ち
製
造
工
程
管
理
に
係
る
部
分
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
擁
壁
が
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
材
に
よ
つ
て
築
造
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
か
つ
、
当
該
部
材
が
、
製
造
工
程
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
認
証
を
受
け
た
工
場

に
お
い
て
製
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
擁
壁
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
国
土
交
通
大
臣
の

定
め
る
基
準
の
う
ち
製
造
工
程
管
理
に
係
る
部
分
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

（
認
証
）

（
認
証
）

第
十
四
条

前
条
第
二
項
の
認
証
（
以
下
単
に
「
認
証
」
と
い
う
。）は
、
第
十
六
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規
定

に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
「
登
録
認
証
機
関
」
と
い
う
。）が
行
う
も
の
と
す
る
。

第
六
条

前
条
第
二
項
の
認
証
（
以
下
単
に
「
認
証
」
と
い
う
。）は
、
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り

国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
「
登
録
認
証
機
関
」
と
い
う
。）が
行
う
も
の
と
す
る
。

２

認
証
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
項
、
第
二
十
条
第
四
号
及
び
第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
お

い
て
「
認
証
申
請
者
」
と
い
う
。）は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
登
録
認
証
機
関
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

認
証
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
認
証
申
請
者
」
と
い
う
。）は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申

請
書
を
登
録
認
証
機
関
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

（
認
証
の
更
新
）

（
認
証
の
更
新
）

第
十
五
条

認
証
は
、
五
年
以
上
十
年
以
内
に
お
い
て
登
録
認
証
機
関
が
定
め
る
期
間
（
第
二
十
二
条
第
九
号
及

び
第
二
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
「
有
効
期
間
」
と
い
う
。）ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間

の
経
過
に
よ
つ
て
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

第
七
条

認
証
は
、
五
年
以
上
十
年
以
内
に
お
い
て
登
録
認
証
機
関
が
定
め
る
期
間
（
以
下
「
有
効
期
間
」
と
い

う
。）ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
つ
て
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

２

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
認
証
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
認
証
の
更
新
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 
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